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未来社会デザイン統括本部 ＆ データ駆動イノベーション推進本部
合同シンポジウム2025

データ駆動イノベーション推進本部取組紹介

データ駆動社会に向けた取組と
食分野における応用可能性

2025/9/4  15:40-15:55@稲盛ホール

九州大学理事・副学長

データ駆動イノベーション推進本部副本部長

内田 誠一
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Part 1:
データ駆動イノベーション推進本部

(通称：DX本部）

活動ピックアップ
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データ駆動イノベーション推進本部

運営・企画部門

デジタル社会創造研究部門

ラーニングアナリティクス部門

次世代型オープンエデュケーション推進部門

研究データ管理支援部門

健康医療DX推進部門

データ分析支援部門

業務DX推進部門
https://dx.kyushu-u.ac.jp/
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デジタル社会創造研究部門：
人社系と共に「DXでWell-being」を目指す

 ICT行動変容研究ユニット
悩みからの解放，自己効力感，利他的行動の促進

データ駆動型農業研究ユニット
食料生産技術×デザイン，植物センシング

スマートラーニングデザイン研究ユニット
いきがい・やりがい，継続的学習，学習のファシリテーション

データ駆動型防災研究ユニット
災害予測，安心・安全，災害リスクコミュニケーション

デジタル社会における法的問題研究ユニット
倫理観，デジタル立憲主義，プライバシー，人権

シンポジウムや合宿も実施
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データ分析支援部門：
様々な分野のデータ科学を支援

④アルゴリズム・スパコン講習会
最新の機械学習手法を実際に動作させる

③データ分析チュートリアル講義等
統計・機械学習など理論面の講義・資料など

①スパコン玄界の提供
2024年7月より稼働開始

最新GPU (NVIDIA H100) 搭載
クラウド計算機との連携も可能

②スパコン利用研究のスタート支援
メンターを付けて実際の研究開始を支援

活用のハードルを超える支援

最新の計算資源

最新のアルゴリズム 活用には
ノウハウ必要

そこで
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業務DX推進部門（1/2）

 研究時間確保の阻害要因：①管理運営 ②教育 ③事務関連業務

 解決策：「業務プロセス標準化・シンプル化✕データ＆フルクラウド」で業務効率化

 3つのSTEPに従って，全学事務部局から有志34名が集結！
 7つのユニットに分かれて活動中(次スライド)

2025年7月30日
https://edtechzine.jp
X上でも1.5万回以上閲覧
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業務DX推進部門（2/2）
有志による7つのユニット活動

 会議改善ユニット
 全学会議システム導入・チャットツール・デジタル化・あり方

 オンライン化ユニット
 大学入試出願，選挙システム，各種申請業務

 全学お知らせポータル導入ユニット
 大量のメールをどう扱うべきかを，教員・事務職員全体で議論

 窓口業務改善ユニット
 AIツールを活用した窓口業務における問合せ対応の効率化

 業務自動化ユニット
 OCR×RPAで{帳票作成，留学生情報登録，資産除却}の自動化

 バックオフィスデータ連携ユニット
 データの収集→名寄せ→活用

 企画広報ユニット
 DX関連取り組みに関する{情報発信，研修・啓発，職員参加型の取り組み，外部連携}など

2025年5月26日
業務DX推進部門構成員及び
業務DX推進オフィサーによる
決意表明
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Part 2:
DX × 食

DX推進本部関係者の「食」に関する取り組み紹介
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デザイン ×食（農業）

 農業の生産方法や生産機械に工業デザインの手法を導入し、
農業の効率化や工業デザインの有効性を示す
 目標の例

 農学と芸工の学生が共同でアイディアを出し合うとともに、お互いにデザインや
農業に対して見識を深める

無骨な
農業支援
ロボット

生産性の高い
デザインを持つ
農業機械の実現

芸術工学
教員＋学生

農学
教員＋学生

「講義相互乗り入れ」で他分野を学ぶ
デザイン系の学生が農業現場実習

デザインのアイディア出し＆議論

[デジタル社会創造研究部門データ駆動型農業研究ユニット 岡安教授 × 芸術工学研究院 尾方教授]
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ラーニングアナリティクス × 食（農業）

農業教育支援
ダッシュボード

振り返り
圃場環境の
数値化

他者と共有現場で実践

農場での位置

農場での活動状況 [ラーニングアナリティクス部門 島田教授の資料より抜粋]

現場実習の
活動記録
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行動変容 ×食

箸のセンサで食行動をリアルタイムで取得，
食材バランスや食速度を可視化してフィードバック

早食いすると
色が濁る…

から揚げ
大好き！

バランスの
よい定食

[デジタル社会創造研究部門ICT行動変容研究ユニット 中村優吾助教によるeat2pic]

一
週
間
分
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心理 ×食：
なぜ「昆虫食を食べたくない」のか？

[デジタル社会創造研究部門ICT行動変容研究ユニット 錢琨准教授の資料に基づく]

危ないものと
似てるから？

文化的影響？
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AI ×食 (1/2)：
見えないものを見る～柿のヘタスキ診断

なぜか(?)裏側からの
画像診断でも80%以上

当たる

ヘタスキ

[農学系研究者との協働研究(内田)]
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AI ×食 (2/2):
養殖サバ稚魚の共食い行動検出

[農学研究院 松山研究室との協働研究(内田)]
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医療 ×食：
Personal Health Recording (PHR)の取り組み

将来的には「スーパーマーケットでの食料品購買情報」と「健康状
態」の関係解析までも視野に

医療機関の
電子カルテ・
健診結果

お薬手帳 健康管理アプリ

周囲環境状況 運動量

仕事量

購買情報
（特に食品）

[健康医療DX推進部門 中島教授による資料に基づいて作成]

PHR
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DX本部では「データ・デジタルを合言葉」に
研究・教育・業務をオープン化していきます！

データ駆動イノベーション推進本部

運営・企画部門

・ラーニングアナリティクス部門
・次世代型オープンエデュケー
ション推進部門
・研究データ管理支援部門
・データ分析支援部門
・健康医療DX推進部門

デジタル社会創造
研究部門

【ミッション2】

「新たなデジタル社会の
あるべき姿」の提案

【ミッション1】

データ駆動型の教育･
研究･医療の展開

業務DX推進部門


